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謹んで新年のお慶びを申し上げます。
会員の皆様におかれましては、平素より当協
会の事業活動に格別のご理解とご支援を賜り厚
く御礼申し上げます。
さて、ご案内のとおり、当協会は一昨年11
月に公益社団法人として生まれ変わり、1年余
りを経過いたしました。社団法人として発足し
て62年が経ちましたが、鉄道貨物輸送をご利
用いただいているお客様、貨物鉄道事業者、そ
して利用運送事業者の皆様方の3者の構成に
よって、その時点時点でニーズの高い課題につ
いて協同で取り組んで参りました。また、近時で
は地球環境の保全を図る見地からCO2削減を
推進するエコレールマーク普及活動の事務局
として、着実に実績をあげてきました。
これらの取組みは、当協会が目的として掲げ
る「国民の生活に不可欠な物資をより安定的に
供給しかつ環境に優しい貨物輸送を推進」する
調査研究・普及啓発の基本であり、当協会が「公

益社団法人」として内閣府から認定を受けてい
る一つの所以であります。今後とも、課題に対
する着実な取組みと広く国民全体への発信・啓
発を通じて、鉄道貨物輸送という国民的財産が
より生かされるよう努力して参ります。
一昨年の東日本大震災は、今もなお大きな傷
跡が多方面に亘って残っています。また、円高の
定着により我が国の産業構造、物流情勢も大き
な変化を示しています。さらに、様々な面で地
球規模での動きが加速しており、物流面でもグ
ローバル化はどんどん進んでいます。これらを踏
まえ、「地球環境に優しい鉄道貨物輸送」の更な
る認知度向上と利用促進に向けた諸施策を実施
してまいる所存でございます。今後とも倍旧のご
指導を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。
最後に、会員の皆様方をはじめ、関係の皆様
方のますますのご繁栄とご健勝を心よりお祈り
申し上げ、私からの年頭のご挨拶とさせていた
だきます。

公益社団法人 鉄道貨物協会

理事長　米本 亮一

新年明けましておめでとうございます

公益社団法人 鉄道貨物協会

新年ごあいさつ



公益社団法人 鉄道貨物協会

謹んで新春のお慶びを申し上げます。平素より弊社
の業務運営に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げ
ます。
昨年は、一昨年3月に発生した東日本大震災の影響
から脱し、企業の生産活動の回復と被災地の復興が
大きなテーマとなった年でした。弊社においては、最
も甚大な被害を受けた石巻港駅の鉄道輸送を10月
に再開したほか、岩手県・宮城県から全国の自治体等
で広域処理される災害廃棄物輸送の本格化に合せて
9月から専用列車の運行を開始するなど、鉄道貨物輸
送の社会的役割を全うすることに力を注いでまいりま
した。また、輸送サービスの面では、8月から石油輸送
のインフラを活用した年間6万トンの化成品輸送の
開始、10月に弊社所有としては初となる31ftウイン
グコンテナの製作・導入など、新たに鉄道をご利用に
なるお客様のニーズに適合した新商品開発にも取り
組んでまいりました。しかし、石勝線・江差線における
相次ぐ列車脱線事故の発生、防護無線機の一斉点検
等により安定輸送が大きく損なわれ、お客様に多大な
るご迷惑をお掛けしただけでなく、鉄道事業者として
最も重視すべき「安全」に対して課題を残した一年で
もありました。
こうした結果を踏まえ、新年を迎えるにあたっての
抱負を何点か申し上げます。
まず、昨年大きく揺らいだ「安全・安定輸送」の確保
に全力を注ぎます。これまでも安全最優先の風土を
確立すべく、様々な取組みを展開させてまいりました
が、迅速な情報共有、それに基づく安全管理体制の強
化を図りつつ、「安全」と「安定」を両立させる方策を
講じ、お客様・利用運送事業者からの信頼回復に真摯
に取り組みます。また、一昨年に開始した「コンテナ輸
送品質向上キャンペーン」を深度化させるとともに、

今年9月までにフォークリフト全車に搭載するドライ
ブレコーダーを活用し、貨物事故の原因と対策を徹底
することで、お客様に安心してお使い頂けるコンテナ
輸送の確立と定着に取り組んでまいります。
次に、会社発足当時からの悲願であった「梅田駅
の吹田・百済移転」と、国の支援を頂いて4年越しで
進めてきた「隅田川駅改良工事」という2大プロジェ
クトが共に3月に完成しますが、それに合せて抜本的
なダイヤ改正を実施します。ニーズが高い区間の輸
送力を増強し、新設される吹田貨物ターミナル駅の
E&S荷役機能を活かした中継輸送の改善、幹線列車
へのパターンダイヤ導入や列車速達化等により、コ
ンテナ輸送サービスの大幅なレベルアップを図って
まいります。
さらに、全社を挙げて経営の自立に向けた各施策に
も取り組んでまいります。日本経済は記録的な円高・
デフレというかつてない悪条件が続いており、本年も
景気回復の期待感に乏しい厳しい環境下でのスター
トとなりますが、当面は24年度における利益目標の
確保に全力を傾注します。また、鉄道・運輸機構から
の支援措置を活用した老朽車両・設備の更新を行うと
ともに、本年4月には新会計システムを稼動させるな
ど、23年度に策定した「経営自立計画」に基づいた取
組みを着実に進めてまいります。
最後になりますが、環境問題や少子高齢化に伴う労
働力不足が深刻化する中、鉄道貨物輸送は、大量の貨
物を効率的に運ぶことが可能な、将来に不可欠な輸
送機関であるという認識のもと、その機能を十分に発
揮させるべくあらゆる努力を行ってまいる所存です。
皆様方におかれましては、弊社の状況をご理解いただ
き、引き続き温かいご支援を賜りますようお願いを申
し上げ、新年のご挨拶に代えさせていただきます。

新年を迎えるにあたって

公益社団法人 鉄道貨物協会

日本貨物鉄道株式会社

代表取締役社長　田村 修二



謹んで新年のご挨拶を申し上げます。鉄道貨物協
会会員の皆様並びに関係各位におかれましては、平
素より当全国通運連盟の業務運営に格別のご高配を
賜り、心より御礼申し上げます。

昨年の我が国経済は、復興需要等の下支えはある
ものの、下半期に入ってからは世界的な景気減速等
の影響により、今後の先行きが見通せないという厳し
い状況となりました。
その中で、鉄道コンテナ輸送量は11月末時点で前
年対比約7%の増加となっておりますが、当初の期待
ほどには増加していないという状況にあり、今後は、
我が国経済と同様に厳しい物流環境がつづくものと
想定しています。
その一方で、JR貨物の石巻港駅の再開や専用列車
の運行等によるガレキ輸送の本格化、北海道農産品
の豊作等といった荷動きの明るい材料もあり、通運業
界としては、その責務と期待に応え、JR貨物と連携し
輸送量の増加に向け全力を傾ける覚悟でおります。

さて、我々通運業界の最大の課題は、人類共通の課
題である地球温暖化対策の強化や、長距離トラックの
運転手不足等に伴う鉄道コンテナ輸送への「モーダ
ルシフト」の促進にあります。昨年12月のCOP18で
は、ポスト京都議定書に向けた全ての国が参加する新
たな枠組みづくりに、各国が協調して取り組むことが
合意されております。我が国においても、低炭素化社
会に向けた各種施策等が打出されており、特に通運
業界に関しては、平成23年度導入のモーダルシフト
等推進事業の補助制度に加え、平成24年度には新規
に31フィートコンテナ導入の補助制度が導入された
ところです。

勿論、環境への優しさだけでは荷主からは選択して
もらえません。このため、当連盟では、鉄道コンテナ
輸送の持つ定時大量性等の「強み」の更なる発揮と最
大の弱点である輸送障害への的確な対応や輸送中の
荷物事故の発生等の「弱み」を全力で克服することに
より、荷主の信頼に応える高品質な物流サービスの
提供と併せて、鉄道コンテナ輸送へのモーダルシフト

を促進すべく各種事業を展開しております。

その主要な事業の第一は、新規荷主・貨物の開拓を
目的とする「鉄道コンテナお試し輸送キャンペーン」
であり、このキャンペーンを利用された荷主について
は、その過半数が継続利用されるという高い成果を
挙げています。第二は、トラック輸送からのモーダル
シフトが容易となる31フィート等の大型高規格コン
テナ導入を促進するための助成制度であり、本年度
は31フィートコンテナ導入に対する国庫補助制度を
補完する観点から、国庫補助に漏れたコンテナを対象
に助成措置を講じています。
第三は、輸送障害対応であり、災害等によりコンテ
ナ列車が運休した場合には躊躇なく発駅からのトラッ
ク代替輸送を促すことを目的とした助成制度を設け
ております。第四は、荷物事故の防止策を目的とする
養生資材の購入助成制度であり、本年度は特に、JR
貨物と共催した「輸送品質向上キャンペーン」と連携
し、両者の相乗効果が発揮できるように措置いたしま
した。

以上に加え、当連盟は、鉄道コンテナ輸送の認知度
向上を最重要課題として位置づけており、本年度は、
従来から実施している大規模イベントへの出展に加
え、全国の主要旅客駅におけるポスター掲示、ビジネ
ス雑誌（週刊ダイヤモンド）や文芸誌（文芸春秋）への
広告掲載を行う等、広報宣伝活動の新たな取組みを
展開しております。

なお、公益法人改革については、平成25年度から
公益社団法人に移行することを目指し、現在、行政庁
と最後の調整を行っている段階にあります。公益社団
法人の認定をいただいた場合は、これを契機に高度
化多様化する物流ニーズへの的確な対応や、地球環
境にやさしいモーダルシフトの更なる推進に向け、一
層の努力をして参ります。

最後になりますが、鉄道貨物協会会員の皆様を始め、
鉄道貨物輸送に係わる皆々様の益々のご健勝と、各社
のご繁栄を祈念しまして、年頭の挨拶といたします。

年頭ご挨拶

社団法人 全国通運連盟

会長　川合 正矩

公益社団法人 鉄道貨物協会



公益社団法人 鉄道貨物協会

公益社団法人 鉄道貨物協会

委員長・副委員長会議風景

  第6回 利用促進委員会（H24.12.12）

平成24年度第6回利用促進委員会では、年間テーマ、サブ
テーマ、次年度テーマの3項目に関する審議を行なった。
1.年間テーマ『鉄道コンテナ輸送の利用促進に向けた意向
調査の実施および利用促進策の提案』
審議項目
「鉄道コンテナ輸送の利用促進策および新たなサービスに関
する委員の評価について」
前回の委員会でのアンケート及びヒアリング調査結果の報

告を受け、今回の委員会では、調査結果の項目に関する各委
員の評価を提示したなかで、委員会としての一定の総意に向
けた論議を繰り広げた。課題・要望の各項目については、現状
での取り組み度合いの確認作業が必要となり、具体的な提案
に向けては、今後更なる調査を行うこととし、次回以降の委員
会でそれらの審議を行うこととした。
2.サブテーマ『鉄道コンテナ輸送の利用促進に資する拠点
およびインフラのあり方に関する調査研究』
審議項目
「新たな鉄道コンテナ取扱施設の検討候補地における経済的
ポテンシャルの検討」
今回の委員会では、前回委員会で確認された貨物鉄道の

空白地域における新たな鉄道コンテナ取扱施設の候補地の

選定に関する調査研究方法について確認された手法に基づ
き、26工業地域の検討候補地が掲げられ、その経済的ポテン
シャルに関する審議を行なった。
尚、26検討候補地域は、下記の通り。
（1）北村山地区（山形県） （2）米沢・東置賜地区（山形県） 

（3）県南地区（福島県） （4）筑西地区（茨城県） （5）桐生地区
（群馬県） （6）君津・安房地区（千葉県） （7）山武・長生・夷隅
地区（千葉県） （8）郡内地区（山梨県） （9）伊那・飯田地区（長
野県） （10）小諸・佐久地区（長野県） （11）松坂地区（三重
県） （12）津地区（三重県） （13）伊賀地区（三重県） （14）
伊勢・志摩地区（三重県） （15）湖東地区（滋賀県） （16）日
野・八日市地区（滋賀県） （17）湖北地区（滋賀県） （18）丹波
地区（兵庫県） （19）北和地区（奈良県） （20）南和地区（奈
良県） （21）県中北地区（岡山県） （22）徳島南部地区（徳島
県） （23）今治地区（愛媛県） （24）筑豊地区（福岡県） （25）
周防灘地区（大分県） （26）大隅地区（鹿児島県）
更に、上記検討候補地域における鉄道コンテナ利用潜在貨
物量の推計結果についての報告がされた。
3.次年度の審議テーマの選定に向けて
来年度の取り組みテーマを検討するため、前回の委員会終
了したのちに各委員から調査研究したい次年度テーマにつ
いて事前集約を行い委員会で報告された。次回委員会以降
に、次年度の取組みテーマについての本格的審議を行なうこ
ととした。

平成24年度本部委員会

委員長・副委員長会議を開催



公益社団法人 鉄道貨物協会

左より輸送品質向上委員会澁谷副委員長、同委員会犬飼委員長、利用促進委員会中島委員長、同委員会長谷川副委員長

多くの参加者で埋めつくされた会場 モーダルシフトをテーマに講演会

駅構内で荷役作業などを見学

近畿支部  ●期日：平成24年11月26日（月）　●場所：大阪合同庁舎・安治川口駅

協会本部では、平成２４年１２月６日（木）本部会議室に
於いて平成24年度本部委員会（利用促進委員会・輸送
品質向上委員会）の委員長・副委員長会議を開催いたし
ました。
冒頭、米本理事長より、協会活動の原点は荷主企業・利
用運送事業者・鉄道事業者の３者を中心として一堂が会
し、鉄道貨物輸送をさらに発展させる目的で活発な取組
みをすることであり、両委員長・副委員長が、その精神を
営々と受け継いで委員会活動を推進されていることに対

して御礼の挨拶がありました。引き続き、利用促進委
員会中島委員長（長谷川副委員長）、輸送品質向上委
員会犬飼委員長（澁谷副委員長）より、本年度における
調査研究の現時点までの取組み経過と今後の方向性
についての報告がなされました。質疑応答の場では、
両委員長・副委員長と出席者の間で多角的な論議が
展開され、予定時間を延長しての会議となりました。
今後も、両委員会の審議内容は、都度、当会誌を通

じてご報告をさせていただきます。

グリーン物流セミナーを開催
11月26日大阪合同庁舎において、近畿経済産業局、近畿運輸局、

大阪地方通運業連盟、鉄道貨物協会の共催による「グリーン物流セミ
ナー」を開催しました。
第一部のセミナーでは、トラック輸送に比べCO2排出量を約6分の

1に削減することができる鉄道へのモーダルシフトをテーマに、JR貨
物関西支社 吉田グループリーダー、日本通運（株）板東次長、ダイキ
ン工業（株）武田部長より講演がありました。その後、第二部では安治
川口駅に移動し、荷役作業の見学とコンテナの展示会を行いました。
当日はあいにくの雨模様でしたが、約120名の物流事業者の方々

にご参加を頂き、有意義なセミナーとなりました。
※ 安全を確保した上で、ヘルメット・安全チョッキ着用を省略して見学
会を実施しています。
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 支部の活動

水戸支部　● 期日:平成24年11月15日（木） ● 場所:コマツ茨城工場･茨城空港･JR貨物土浦駅

大きなダンプトラックに驚きました

説明に真剣に耳を傾ける参加者の皆さん

工場の概況等の説明がありました 見学後工場前で記念写真

米子支部　● 期日:平成24年11月 9日（金） ● 場所:島根県出雲市［島根島津（株）］

米子支部では、11月9日参加者11名により、島根県出
雲市にある島根島津（株）の工場見学を実施しました。
島根島津（株）は、総合精密機器メーカーである

（株）島津製作所（本社:京都）の製造子会社であり、医
用機器（X線撮影装置）、産業機器関連製品の加工・溶
接・塗装・組立を一環生産で行っておられる会社で、今
回は、その工場の一連の作業工程を見学しました。
見学に先立ち、施設内の福利厚生棟で、製造部部長

の杉江様及び総務課課長の森脇様より同工場内の概

況等の説明を受け、貸与されたインカム・帽子を着用
し、工場内を案内して頂きました。
工場見学は、部品製造エリアと組み立てエリアから
配送までを見学し、最新のレントゲン装置等の製品が
出来る過程について説明を受け、参加された皆様も熱
心に聞き入り、興味深げに見学しておられました。
工場内では、精密医用機器を製造している為、箇所
箇所での厳重な管理に感心すると共に、これらの医療
用機器の進歩に目を見張り、驚かされました。

水戸支部では、11月15日に参加者28名で常陸那珂港に隣
接しているコマツ茨城工場の見学と2010年3月に開港した茨
城空港、JR貨物土浦駅の視察会を開催しました。
●コマツ茨城工場見学
建設・鉱山機械で世界第2位のシェアを誇るコマツの茨城

工場を見学しました。
2007年に設立された茨城工場では、開発機能を併せ持

つマザー工場の1つとして主に大型のダンプトラックとホ
イールローダの生産を行っているそうです。
完全受注生産されている製品の95%は、常陸那珂港まで

の3.5㎞の専用道路を使って、毎日海外に向けて出荷されて
います。また、製品輸送距離の大幅な短縮によるCO2の排出
削減や工場の外壁に太陽光パネルを設置し自家発電を行う
等環境に優しい工場であるという印象を受けました。
●茨城空港視察
2010年3月に開港した茨城空港は、現在国内線3路線（那

覇・神戸・札幌）と国際線2路線（上海・ソウル（運休中））が運航
しています。茨城県企画部空港対策課の石川係長からは、旅
客実績は増加傾向にあるものの空輸貨物は今のところ輸入
のみであることなど、茨城空港の現状説明を受けました。
残念ながら旅客機発着は見ることができませんでしたが、自

衛隊の航空機の離陸を目の前で見ることができました。
●JR貨物土浦駅視察
上り2092列車を見学することができました。ライトの灯った

土浦駅の構内では、藤原駅長より着発線荷役駅の作業の特徴
などを説明していただき、鉄道貨物輸送の理解を深めました。

企業見学を実施 （島根島津株式会社）米子支部

工場見学及び茨城空港視察会を実施
水戸支部･利用促進会議
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東北支部　● 期日:平成24年11月14日（水） ● 場所:東青森駅会議室

東北支部　● 期日:平成24年11月15日（木） ● 場所:郡山貨物ターミナル駅

鉄道利用等の講義がありました

宝槻会長の挨拶

新型軽量冷蔵コンテナを見学

多数の出席者が説明に耳を傾けていました

仕業庫で間近に見る機関車に興味津々

荷役作業のデモンストレーションを見学

油輸送（株）桑高所長による新型軽量冷蔵コンテナの
見学会を、機関車の仕業庫では青森総合鉄道部白戸
助役の案内でEH500形式機関車（金太郎）の検査の
模様及び運転台の見学会を行い、初めて間近に見る
機関車を参加者が興味深く見つめました。
最後に、駅会議室にて「コンテナ輸送品質向上キャ

ンペーン」で提供されているコンテナ内部の荷動き動
画を視聴、「ドライバー教育に使用したいのでDVDで
提供して欲しい」等の要望が出されました。会員企業
の積極的なご参加でサービス改善につながる貴重な
ご意見を頂くとともに鉄道貨物輸送のご理解にもつ
ながる講習会となりました。

去る11月14日、青森県部会では、「鉄道コンテナ基
礎知識講習会」を東青森駅で開催しました。今回で三回
目となる同講習会は、利用促進会議の位置づけを兼ね
たもので、県内各地より会員企業約20名が受講され、
JR貨物東北支社から峯次長が駆けつけました。
講習会では、JR貨物東北支社石郷岡氏よりIT -

FRENSの取扱い方に関する講義を実施、その後最近の
鉄道ご利用について受講者より、「列車位置情報の表示
精度を向上して欲しい」、「ドライブレコーダーのフォーク
リフトへの搭載による品質改善に期待」「大型コンテナ利
用案内をもっと平易に」等のご意見が出されました。
続いて駅構内に移動し、コンテナホームでは日本石

山営業支店長が講演、次に国際物流開発部菊地原サ
ブリーダーが「鉄道を組み合わせた『国際複合一貫輸
送』」と題し講演がありました。
第二部は構内に移動し、各種コンテナの紹介そして

40ftコンテナ荷役作業のデモストレーションを見学しま
した。普段見ることの出来ない荷役作業を目のあたりに
して、58名の参加者は満足いく見学会の様子でした。
早速の商談に対し、郡山営業支店の適切な対応も
あり1件の成立がありました。
※ 安全を確保した上で、ヘルメット・安全チョッキ着用
を省略して見学会を実施しています。

平成24年11月15日に郡山貨物ターミナル駅において
福島県部会として初めて利用促進会議を開催しました。
新しく福島県部会長となられたJAパールライン福

島株式会社宝槻代表取締役社長より「『ふくしまから 
はじめよう』を合言葉に」と挨拶があり、来賓のJR貨
物真貝東北支社長からは「コンテナ品質向上キャン
ペーンのさなかでもあり、更なる認知度向上を図り鉄
道貨物輸送のシェア拡大を図っていきたい」とのご挨
拶がありました。
議題に入り、第一部は「貨物鉄道輸送について-より

身近な貨物鉄道へ-」と題しJR貨物東北支社菊地郡

鉄道コンテナ基礎知識講習会を実施青森県部会

福島県部会 利用促進会議開催
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 支部の活動

広島支部 地区環境・輸送協議会を開催中

成る程…とお話に聞き入る会場

下麥大竹事業所長から概要説明

振込詐欺等の講演をされた坂井美津子氏

会員企業を知る良い機会となりました

11月15日宇部興産ビルにおいて宇部地区環境・輸送協議会を開催し、19名の方々
に出席をいただきました。その後、市民環境部市民相談室（消費生活センター）坂井美
津子氏を講師に迎え、「だまされないぞ!! 悪質商法」と題して講演会を行いました。講
師より振込詐欺の最新手口の情報や、クーリング・オフの制度等についてご説明いただ
き、講演後は会員の皆様から多くの質問がとびだしました。

● 期日:平成24年11月22日（木） ● 場所:大竹商工会議所 

● 期日:平成24年11月15日（木） ● 場所:宇部興産ビル 

宇部地区環境・輸送協議会及び講演会を実施

大竹地区環境・輸送協議会及び企業見学会を実施

11月22日大竹商工会議所において大竹地区環境・輸送協議会を開催し、24名の
方々に出席をいただきました。その後、毎年好評の企業見学は、同地区会員企業である
三菱レイヨン株式会社大竹事業所で行われました。
下
しもむぎ

麥執行役員大竹事業所長からご挨拶、大竹事業所の概要説明をいただいた後、バ
スの車窓からプラント群や発電設備、石炭の積み込み設備を見学しました。東西に長細
く続く企業山脈、「近いようで遠く・・・」のことわざもありますが、昨年度に引き続き会員
企業を知ることのできる非常によい機会となりました。
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● 期日:平成24年11月27日（火） ● 場所:ザ･グラマシー 

講演された櫻木晋一氏

重信氏より直接レッスンも受けました 参加者全員で記念写真

● 期日:平成24年11月30日（金） ● 場所:下関東急イン 

11月30日下関東急インにおいて下関地区環境・輸送協議会を開催し、17名の方々
に出席をいただきました。その後、下関市立大学経済学部長史学博士の櫻木晋一氏を
講師に迎え、「お金から見た日本史」と題して講演会を行いました。わが国には古代から
貨幣制度が充実しており、会議開催地の山口県にはなんと古代と近代に鋳銭司（貨幣
の鋳造所）が存在していたそうです。遠い古代の話を身近な史跡を通じて講演いただ
き、会員の皆様も熱心に聞き入っていました。

広島支部では5地区に分かれて、JR貨物の動向・平成25年春のダイヤ改正の説明や利用促進に
関わる意見交換、会員間の交流を図るために地区環境・輸送協議会を開催中です。
会議に引き続き各地区それぞれ講演会や企業見学会を行いましたので会議の終了した4地区を
ご紹介いたします。

周南地区環境・輸送協議会及び講演会を実施

下関地区環境・輸送協議会及び講演会を実施

11月27日ザ・グラマシーにおいて周南地区環境・輸送協議会を開催し、35名の
方々に出席をいただきました。その後一般聴講者も加わり、プロゴルファーの重信秀人
氏を講師に迎え、「ゴルフを通じて心を学ぶ」と題して講演会を行いました。「年齢から
くる体や心の変化によるミスを恐れず、現在の自分の状況を受け入れ、次のショットに
集中する」という心構えは、長くプロ生活を続けてこられた重信氏ならではの言葉では
ないでしょうか。

講演を熱心に聞き入りました
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2013貨物時刻表発売のご案内
皆様、お待たせ致しました。今年もダイヤ改正に合わ
せ、「2013貨物時刻表」を発売いたします。（予約受付
中です）ただいま編集部一同、読者の皆様により良い
ものをお届けしようと鋭意制作に取り組んでいます。
そこで今回は、巻頭特集ページに掲載される記事
の一部をご紹介させていただきます。
まずは、新型機関車のご紹介。山陽線の勾配や
カーブの難所で有名な瀬野駅～八本松駅間（通称セ
ノハチ）を後押しする補助機関車に投入予定の新型
「EF210 301号機」などを掲載。
それから、かつて「東の汐留」に対し、「西の梅田」と
謳われた梅田駅が役割を終え、新たに開業する吹田
貨物ターミナル駅や百済駅へのバトンタッチにまつ
わる変遷の様子。
続いて、一般の方がなかなか見る機会のない貨物
列車の運転士養成所である「中央研修センター」の内

側についてのご案内。
他にも、東日本大震災からの復興や、特殊な貨物輸
送の紹介、暮らしを支える鉄道貨物輸送、アメリカの
鉄道貨物輸送など貨物の知識を深める内容が盛りだ
くさんです。
もちろん当協会が推進するエコレールマークにつ
いても地球温暖化防止の観点から全体像を捉えつつ
詳しくご案内しています。
読者の皆様からご応募いただいている貨物列車の
写真についても、今回もたくさんの作品を送っていた
だき、ご好評いただいているフォトギャラリー掲載に
甲乙つけ難い素晴らしい作品が目白押しです。
まだまだお伝えしたいことがたくさんありますが、
ここでは書き足りません。どうか「2013貨物時刻表」
にご期待のうえ、詳しくはご購読下さいますようお願
い申し上げます。 貨物時刻表編集部一同
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日本三名園のひとつ

芝を大量に使った庭 岡山城：後楽園から姿が見えます

沢
さわ

の池
いけ

：園内で一番大きな池

岡山市にある後楽園は、岡山藩2代藩主池田綱政（い
けだつなまさ）公が藩主の安らぎの場として、貞享4年
（1687）から元禄13年（1700）まで14年の歳月をか
けて作らせた庭園で、岡山城の背後にあることから当時は
「御後園」と呼ばれていました。
綱政公の時代には、藩主の居間である延養亭（えんよう

てい）の座敷から園内に造られた田畑などの田園風景や
点在する廉池軒等の建物の眺望を楽しむという要素の強
い庭でした。
3代藩主池田継政（つぐまさ）公は、能舞台周辺の建物

を大きく改築、園内中央に唯心山を築き、その麓に水路を
巡らせ、沢の池と廉池軒の池を結ぶひょうたん池を掘らせ
ました。こうした改変で園内を巡り歩いても楽しい回遊式
庭園としての要素が備わってきました。5代藩主池田治政
（はるまさ）公の時代には倹約のため、田畑の耕作にあた
らせていた人々をやめさせ、一時的に芝生の庭園となり
ますが、その後すぐに園内東の大半は田畑へと戻ります。
現在の井田（せいでん）はその名残です。こうした時代ご

との藩主の好みや社会事情により園内の景観は変化し、
その積み重ねが歴史となっています。江戸時代には許し
があれば領民も入ることができ、能を好んだ綱政公は自
ら舞う姿を披露したとのことです。継政公以後の藩主たち
も、参勤交代で岡山を留守にする間に日を決めて庭園を
公開したり、また藩主の客人をもてなす場としても使われ
ました。
明治4年（1871）、池田家では「御後園」を「後楽園」と

改め、同17年（1884）には名園保存を目的に岡山県に
譲渡、昭和9年（1934）には水害、同20年（1945）には
戦災に遭いましたが、江戸時代の絵図などに基づいて復
旧がなされ、江戸時代の姿を大きく変えることなく今日に
受け継がれています。昭和27年（1952）文化財保護法
による国の特別名勝に指定され、江戸時代の面影を伝え
る庭園として、また岡山市民の憩いの場として多くの方
に親しまれ、兼六園（金沢市）、偕楽園（水戸市）とあわせて
「日本三名園」と称されています。
 担当 ： 岡山支部（菅原　礼）
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切磋琢磨と融合で企業価値を高めよう

〒237 0062　神奈川県横須賀市浦郷町五丁目2931番21

当社は、2012年10月1日、旭電機（株）、（株）井上製
作所、古河パワーコンポーネンツ（株）および古河電気工
業（株）の配電事業を統合して設立されました。新エネル
ギーを含む送配電システムの高度化推進と信頼性向上
を通じて、社会に貢献すると共に、持続的な成長を実現し
て企業価値を高め、当社に係わる全ての人々に高い満足
を提供することを企業目的としています。

その中で横須賀事業所は、配電事業部の架空配電部門の拠点
となっています。主に電線と電線を接続する配電用コネクタやそ
れに使用する工具類、鉄道用資材などを製造・販売しています。
国内の電力10社とその電気工事会社、電線メーカー、鉄道会社
などが顧客です。電柱上の電線と電線の継ぎ目や、需要家へと電
線を分ける分岐部分に使用されるのがコネクタです。電力会社
向けのコネクタ等は各社仕様が異なるため、それぞれに合わせ
て製造しています。
現在、指定の代理店へ納入する製品輸送の一部に鉄道コンテ

ナ輸送を活用しており、エコレールマークの企業認定を受けて
います。その実績は、500km以上の地域で2011年が69.3ton
（47.7%）、2012年上期で36.6ton（58.0%）となりました。
当社の鉄道用事業は日本国内においては比較的歴史が浅い
のですが、これまでの研究改善が成果として上がってきており順
調な販売実績の上昇推移が見られ、この分野での当社製品は安
定的な鉄道運行に大きく貢献していると自負しております。
横須賀事業所の特徴として、生産ラインの自動化が挙げら

れます。2004年から計画的に始められた設備の更新作業で
2012年12月現在、大半の設備が自動化されました。これによ
り夜間無人運転も可能となり、生産性向上に大きく貢献していま
す。更に、自動化されてもなお製造に携わる関係者は、日々の点
検を怠らず品質の確保に努め、お客様の満足を得ることを目的に
仕事に取り組んでいます。
会社が統合されまだ日が浅いため、様々な環境変化に戸惑う
毎日ですが、横須賀事業所従業員一丸となり又、他の事業部とも
切磋琢磨・融合し古河電工パワーシステムズ（株）と共に大きく成
長していきたいと思います。
私どもは、企業目的である当社に係わる全ての人々に高い満
足を提供することをモットーに今後も社会貢献を目指します。

横須賀事業所

事業所全景

製品積込み状況

取扱い製品群

会社ロゴ

事業所での集荷風景
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公益社団法人 鉄道貨物協会

協会ニュース

本　部

支　部

平成25年1～2月分実施項目

1月 9日（水）／会誌編集会議（協会会議室）
1月16日（水）／第7回利用促進会議（協会会議室）
1月18日（金）／第7回輸送品質向上委員会（協会会議室）
1月23日（水）～25日（金）／2013貨物時刻表作成会議（神奈川県）
2月 5日（火）／会誌編集会議（協会会議室）
2月20日（水）／第8回利用促進会議（協会会議室）
2月22日（金）／第8回輸送品質向上委員会（協会会議室）

●北海道支部
 1月12日（土）／エコレールマークＰＲ
   （コープさっぽろソシア店）
●東北支部
 ２月13日（水）／東北支部セミナー
   （ホテルメトロポリタン仙台）
 ２月開催予定／青森県部会
●高崎支部
 2月13日（水）／高崎地区輸送協議会
   （ホテルメトロポリタン高崎）

●水戸支部
 ２月開催予定／三地区合同輸送協議会
 ２月開催予定／いわき地区輸送協議会
●東京支部
 1月23日（水）／新春貨物セミナー（芝弥生会館）
●長野支部
 ２月開催予定／輸送協議会
●米子支部
 ２月開催予定／利用促進会議（幹事会）
●四国支部
 ２月開催予定／利用促進会議 （義山荘）

※１２月号マンスリ―掲載の広島支部　広島地区環境・輸送協議会（利用促進会議）に訂正する。








